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H
「本研究について」

■ 研究の目的

　個人の情報さえ自由にあやつるユ

ビキタス社会がやってこようとして

いる。住宅設備は自動化され、生活

用品にはすべて固有の管理情報がつ

けられて、日常生活の雑務から人は

解放される。産業界はそう近未来の

夢をかたる。けれども、そのとき家

庭はどんな姿をみせているのか、人

間はどうなっていくのか、じつのと

ころ、誰も明確なイメージをつかめ

ないまま、ユビキタス社会をささえ

る要素技術の開発は急速にすすみつ

つある。

　現代人は大量生産された膨大な物

にかこまれてくらしている。私たち

は、それらの物を生活用品として利

用するだけでなく、さまざまな思い

出を物に託して自己の世界をかたち

づくってきた。家庭はそうした物を

介したコミュニケーションの基地に

なっている。個人ホームページや自

分史の流行、物への偏愛や懐古趣味

といった現象は、こうした自己への

関心のたかまりをしめすものだ。そ

の理由は生きている意味の解決、神

話や歴史にかわる個人の実存への回

答（＝リアリズム）を現代人はもと

めているのではないだろうか？

　きたるべきユビキタス社会におい

ても、人間の個性がコミュニケーシ

ョンのコンテンツの中核をなすこと

に変わりはないであろう。本研究の

目的は、個人の思い出を対象に、物

とそれが機能する場である家庭の現

状を把握すること、そして、ユビキ

タス社会の技術の方向性にたいして

一定の提言をおこなうことにある。

■ 研究の内容

　本研究の基礎資料となるのはつぎ

のふたつの先行研究である。

① CDI （Communicat ion Des ign 

Institute） がおこなった生活財生態学：

1970 年代から数百の家庭を対象とし

て繰り返し行われた家のなかの物の

悉皆調査。日本の家庭にある物の数

や時代・地域による変遷などにかん

する唯一のデータとなっている。

② 「2002 年ソウルスタイル」 の生活

財調査 ： 国立民族学博物館でおこな

われた展示のために、韓国ソウルの

ある家庭のすべての物を調査した。

総数１万点あまり。現在は家族の所

有するすべての家族写真約３千点の

分析がすすんでいる。

　これらの成果をベースにしなが

ら、本研究では、現代家庭における

「物」のもっとも重要なコンテンツと

して個人の「思い出」を位置づけ、「思

い出」にまつわる多方面の知見と可

能性をあきらかにするための研究会

を組織する。

ユビキタスとは、 ラテン語の 「ubique」 ＝ 「あらゆるところに」 を語源とする英語で、

コンピュータネットワークがあまねく偏在するという状態を指しています。

それはパソコンや携帯電話の利用にとどまりません。

身の回りのあらゆる物、 目に見えないところにも

IC タグというアンテナつきの極小シリコンチップが組み込まれ、

いつでもどこでも情報のやりとりをすることができる社会が現実となりつつあります。

その 《ユビキタス社会》 と 《思い出》、 《物》、 《家庭》 は

どのようにつながっていくのでしょうか。

まずは、 下にある 「本研究について」 をお読みください。

そして、 研究会のテーマをより身近に感じ、 理解を深めていただくために、

7 月の第 1 回ミーティングで行われた２つのプレゼンテーションの報告も

ぜひごらんください （４ページ～）。

この研究会は今後約 3 年間活動します。

ぜひ、 ひとりでも多くのかたに関心を持っていただき、

その成果を楽しみにしていただけることを願っています。

「思い出はどこに行くのか？
ユビキタス社会の物と家庭にかんする研究会」
が発足しました。

本研究は、国立民族学博物館の 04 年度機関研究に採用されました。
国立民族学博物館の機関研究については下記のサイトを参照してください。

■国立民族学博物館 HP ＞研究部＞機関研究
http://www.minpaku.ac.jp/research/project/minpaku_project.html
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建物を保存しても、そこで

生きた人の思い出は救えない

　アーティストの伊達伸明さんが
「建築物ウクレレ化保存計画」とい
う活動をしています（http://www.sa
m.hi-ho.ne.jp/ukulele/keikaku/botto
m_index.html）。壊される建築物の一
部を使ってウクレレを作るというア
ートです。
　家の中にはさまざまな思い出が残
されています。たとえば子供のころ
に刻んだ柱の傷や椅子に貼り付けた
シールのあと、火事の痕跡など、家
族にインタビューをして、その家の
どこに思い出がいちばんこもってい
るのかを聴き、そこをすくい上げて

ウクレレを作るんです。建物は壊さ
れてしまうけれど、依頼主である家
族にはウクレレとしてその建物の思
い出が残っていくというプロジェク
トです。
　伊達さんが言うには、建築家は建
物の保存運動はやるけど、壊される
と決まったとたんにみんないなくな
ってしまうと。たしかに、我々はこ
れまで歴史や伝承など「社会の思い
出」を研究対象にしてきました。け
れども、いくら文化財を保存しても、
それで個人の人生がすくいあげられ
るわけではないと多くの人が感じて
いる。自分自身の生きた時間の意味
を確認したい。その飢餓感がこうし
た作品づくりをささえている。だか
らこそ、特別でもなんでもないふつ
うの家に住む、ふつうの人たちの思
い出を何とかして形に残していくこ
とが必要だと伊達さんは考えたので
す。
　本来、あまり関心が払われること
がなかった個人の思い出を、正面切
って取り上げるような研究が必要に
なってきたと思います。それが、こ
の研究会に「思い出」というタイト
ルをつけた大きな理由です。

建物の調査から

生活財（物）の調査へ

ボルネオのロングハウスの調査

　上の 2 枚の写真は、ボルネオのイ
バン族が住むロングハウスの様子で
す。一種のアパート、つまり集合住
宅になっています。
　中は広い通廊というか広場のよう
なものがあって、その背後に各住戸
が続いています。通廊と住戸部分を
合わせたものを、一つの家族がつく
るんです。最初にある家族が自分の
持ち分を建てると、別の家族が同じ
構造の空間を継ぎ足していきます。
トタン屋根に線ができているのは、
次から次へと建て増していくからな
んです。
　このように、パブリックな空間を
ふくめて、それぞれの家族は各自の
家づくりをしていくわけです。ふだ
んはこの通廊部分に集まって作業を
したり、お客さんが来るとここに泊
まることもできます。非常に豊かで
開かれた共有空間になっています。
　通廊に面した扉をはいると住戸空
間があります。今ではこの住戸部分
をそれぞれの家族が思い思いに内装
していて、構造は伝統的なままなの
に、見違えるほどモダンな雰囲気に
なっているものもあります。

ロングハウスとアパートの違い

　なぜこのような話をしたかという
と、我々のアパートとロングハウス

「思い出はどこに行くのか？」という、

少し変わったサブタイトルがついてい

るこの研究会。佐藤氏の発表は、個人

が持つ思い出をどう扱うのかという話

から始まりました。

この研究会では個人の思い出が宿る対

象として、家庭にあふれる「物」に着

目しています。家の中に存在するあり

とあらゆる物には、どのように手に入

れたのか、どんなふうに扱ったのかな

ど、持ち主の記憶がセットになってい

ます。家庭にある膨大な物こそ、そこ

にくらす人の世界をかたちづくってい

るのです。そのことに気づいた経緯を、

佐藤氏が語ります。

もともと私は建築人類学が専門で、

東南アジアの民家の研究などをしています。

それがなぜこのような研究会を立ち上げるに至ったのか――。

それは国立民族学博物館で行った「2002 年ソウルスタイル」という

展覧会の予期せぬ成果でした。

物と家庭にまつわるひとつのエピソード
： 2002 年ソウルスタイル

profile : http://www.minpaku.ac.jp/staff/satou_kouji.html
 speaker：佐藤浩司（国立民族学博物館・本研究会代表）
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▲ロングハウスの外観。 屋根に線が入り色が分

かれているので、 継ぎ足した部分が一目瞭然

▲通廊ではさまざまな日常作業がおこなわれる
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の違いを考えてみる必要があると思
ったからです。
　ロングハウスは前提としてまず家
族があり、その家族が自分の意志で
自分の家をつくっていくというプロ
セスがあります。それに対して我々
の住んでいるアパートは、アパート
という箱がはじめにあって、そこに
人がはいっていくわけです。いわば、
建物のほうが家族やアパート社会と
いう人間関係をつくりだしている。
　だから、ロングハウスのように
伝統的な村落の場合、建物の構造を
調べれば、その社会全体のイメージ
をつかむことができたのに、我々の
アパートでは、同じような調査をし
たとしても全体はけっしてわからな
い。なぜなら、アパートの構造は同
じでも、そこに住んでいる人間がお
なじ社会的背景を背負っているとは
かぎらないからです。隣に韓国の人
が来て住んでいるかもしれないし、
その隣はまったく違うライフスタイ
ルをとっているかもしれません。ア
パートの空間はべつに均質な社会を
前提につくられているわけではない
んです。
　だから、ソウルのアパートを調査
すると決まったとき、いくらアパー
トの構造を調べても、最終的にそこ
に住んでいる人間まで落とし込める
ような成果は得られないと思ったの
です。では、その中の人間をどうや

って調べるか、一人一人が抱えてい
る問題にどうやって到達するか考え
たとき、「物」に行き着いたわけです。
　アパートという空間は、経済的条
件や職場に近いなど外来的な要因で
選択せざるをえなかったかもしれな
い。でも、その中に置かれた物につ
いては、少なくとも自分の意思で買
ったもの、自分の意思で使っていま
すから、物を調べればその個人に到
達できるのではないかと考えたんで
す。それが「2002年ソウルスタイル」
という展示で物の調査をしようとし
た経緯です。

家の中にある物の調査で

見えてきたこと

「2002 年ソウルスタイル」 展

　国立民族学博物館（大阪府吹田市）の
特別展「2002年ソウルスタイル―李
さん一家の素顔のくらし」（会期2002年 3

月21日～ 7月16日）をごらんになったで
しょうか。2002 年は「日韓国民交
流の年」で、サッカーのワールドカ
ップのほか、日本でも様々な形の韓
国展が行われていました。民博でも
何かやろうということで、いわゆる
李朝文化のものや伝統芸能など、い
ろいろなアプローチの方法はあるけ
れど、最も民博らしいことを、とい
うので結局韓国のアパートの調査を
しようということになりました。
　調査の過程でソウルの 3LDK に住
む李さん一家に出会い、アパートの
持ち物、家具や家電、衣服はもちろ
ん、冷蔵庫の中のキムチから結婚指
輪、子供の教科書に至るまで、全部
を民博が譲り受け、展示場に並べま
した。しかし、最初から家族の持ち
物をくれると決まっていたわけでは
ありませんでした。

なぜ家財道具を全部見せてくれたのか

　我々の調査は、家の中にある一つ
一つの物について全部デジタルカメ
ラで撮り、それが家族にとってどう
いう意味があるかという聞き取りか
ら始まりました。その写真が当時で
3200 点。その後の調査の結果、現
在では 1 万点を超える物が記録さ
れています。これは、たとえば調査

時に「風呂場のタオル 17 本」と記
載されていた資料が、実はタオルと
いってもひとつひとつに物語がある
ことがわかったからなんです。「こ
れは知事さんが婦人会に来て金一封
置いていった。そのとき記念に自分
の名前の入ったタオルを置いていっ
た」とか、「これはおばあさんの還
暦のときに作ってお祝い返しにあげ
たタオル」というように、タオルに
記載された銘をもとに家族の思い出
が一つ一つ出てくるので、増えてい
ったわけです。
　こうした聞き取りのほとんどを奥
さんに対しておこなったんですが、
彼女は家族の誰も知らないようなこ
とをすべて調査者である私に話して
くれました。一種のカウンセラーの
ようなものです。そういうやりとり
を通してはじめてある種の共感が得
られ、このような展示が可能になっ
たのです。

李さん一家は韓国を代表しない

　この展示のコンセプトは、韓国の
代表としての李さん一家を見せるの
ではなく、李さんの家族一人一人を
見せることに徹するというものでし
た。
　李さん一家は、夫婦と小学生の子
供２人、祖母の 5 人ぐらしですが、
家族といってもそれぞれ違う世界を
背負った人間たちの集まりです。日
本でも同じだと思いますが、いまの
子供がどんな世界に生きているのか
お父さんは知らないでしょうし、お
父さんがいま何をやっているか、た
いていの家族はあまり知りません。
それは日本と韓国の違いという以前
に、家族の内部でさえ大きな世代間
の違いがあり、夫婦だってお互いに
いない間に何をしているかわからな
いのが現実です。家族はそれぞれま
ったく独自の世界をもつものと考え
て、それぞれの生活空間を表現した
展示をおこないました。

『地球家族』 と 『TOKYO STYLE』

　「ソウルスタイル」には、実はさ
らに前史があります。『地球家族　
世界 30 か国のふつうの暮らし』と
いう本があります。この本は、ユ

特別展 『2002 年ソウルスタイル――李

さん一家の素顔のくらし』 の解説書　定価

1890 円 （税込・送料別　問い合わせ先：

千里文化財団 TEL ： 06-6876-3112 ）
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ネスコのマテリアル・ワールド・プ
ロジェクトがおこなったもので、世
界各国の平均的と思われる家庭に行
き、「家の中の物を全部出してくだ
さい」とお願いして写真に収めてい
ます。
　この本の 1 ページ目を飾っている
のがアフリカの家族です。世界には
持ち物 100 以下でも満足して生活し
ている民族があります。そして最後
を飾っていたのが、実は日本なんで
す。あふれんばかりの物に家族がう
ずもれているようです。
　いくら物があったとしても、おそ
らく自分が生きているという実感が
得られない、満足した生き方ができ
ないということの現れではないでし
ょうか。だからこそ、これだけ多く
の物に囲まれているのです。だとす
れば、物を調べれば、その人が生き
ている意味に到達できるのではない
か――。
　このページにあるアフリカの家の
生活財調査をしても、ボルネオのロ

ングハウス同様、おそらく共同体全
体の縮図は見えてくると思います。
そして、そこに生きる個人はその延
長上に像をむすんでくると想像され
ます。しかし、現代社会では、社会
も個人もずっと多様で、拡散した首
尾一貫しない存在でしょう。冒頭で
お話したように、社会の構図や歴史
がわかっても、そこから個人が見え
てこないのです。その危機感を抱え
ているからこそ個人の歴史や思い出
に着目しているのです。
　下の写真は、連続幼女殺人事件の
犯人 M の部屋の様子です。この写真
が公開されたとき、多くの人は「こ
んな部屋に住んでいるからあんな残
虐な殺人を犯した」と思って安心し
ました。反社会的な人間の証拠とし
てこの部屋を理解したのだと思いま
す。
　その後、都築響一さんが『TOKYO 
STYLE』という本を出しました。東
京に住んでいる、多くはひとり暮ら
しの人の部屋の様子を撮影した写真

集です。これを見ると、M の部屋は
べつに特別でも何でもないことがわ
かります。ワンルームが多いのです
が、ワンルームと聞くと、蜂の巣の
ような均質な社会イメージがあぶり
出されますが、部屋の中の物を見た
ら、住んでいる人間の性行はバラバ
ラ、まったく違う人間といってもよ
いことに気がついたのです。

個人が豊かにくらせる

ユビキタス社会を目指して

　一般的に「ユビキタス社会」とい
うと、ある意味ユニバーサルなとい
うか、均質なステレオタイプ化され
た家族像や人間像に基づいた管理社
会であるような気がしています。そ
こに多くの人は危機感を感じてしま

うのでしょう。
　物について調べれば調べるほど、
ユニバーサルなものから遠ざかって
いく、ますますそれをもつ人間の個
性が出てくるということは、これま
での話でもわかっていただけると思
います。たぶんユビキタス社会が目
指すべきなのは、そういう個を重視
する社会ではないかという気がして
いるんです。
　インターネットの普及がもたら
したものはジェネラルな社会ではな
く、みんなが情報発信するようにな
った結果、歴史や社会が多様化して
きたということです。それとたぶん
近いようなことが、ユビキタス社会
でも起こるのではないでしょうか。
　ユビキタス社会は、ユビキタス研
究者が考えているような規格化とは
反対に、私たち自身を縛っているス
テレオタイプな家族像や人間像を打
ち壊していくような可能性を持って
いるのではないかと思うんです。そ
れができる社会的インフラだとも思
っています。少しでも豊かな人間生
活を送れるような形にユビキタス社
会を方向づけられたら、そういう思
いでこの研究会をはじめました。

M's Room （1989）

『TOKYO STYLE』 都築響一著

　定価 1260 円 （税込） ちくま

文庫 （2003）

『地球家族　世界 30 か国のふつうの暮らし』　マテリアル ・ ワールド ・ プロジェクト著

（ピーター ・ メンツェル代表）　定価 1988 円 （税込）　TOTO 出版 （1994）

思い出、物、家庭を、一貫して個人の

生き方を通して見つめようと主張して

きた佐藤氏。これを前提に、話はいよ

いよ「ユビキタス社会」へと移ってい

きます。
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関根康正　ユビキタスにつなげる
ところが全然わからなかったんです
が、もう少しわかりやすく説明して
ください。

佐藤浩司　ユビキタスは、たとえば
住宅のレベルでいうと、住宅内にあ
る全ての物にタグを付けて、管理し
ていこうという発想だと思います。
全ての物を管理してどうするかとい
うときに、そのベースにある人間と
か社会とか家とか家庭といったイメ
ージが、ユビキタスを開発する側で
はきわめてステレオタイプにとらえ
られているようです。ユビキタスが
めざすのは、人間行動をパターン化
して自動化に寄与したり、在庫管理
に役立てようという発想です。これ
では、文具屋の店頭にある鉛筆も、
大切な友だちからもらった鉛筆も同
じ価値しか与えられていません。な
ぜ鉛筆をいくつも持ってしまうかと
いうことは、鉛筆という機能にだけ
注目していてはわからない。しかし、
一つ一つの物に同じ情報を与えるの
ではなく、ユビキタスは、ある物に
ついての情報が10人いれば10人違
うということを受け入れられるよう
なシステムであるはずなんです。だ
とすると、ユビキタスを極めれば極
めるほどステレオタイプな家族や住
宅というものが崩れていくだろう。
崩れる可能性をそこにはらんでいる
だろうということなんです。

関根　先ほどよりは少しわかりまし
た。

ß

須永剛司　 李さん一家は、自分の思
い出や歴史がこもった物を全部持っ
て行かれてしまって、大丈夫なんで
すか ?　

佐藤浩司　思い出喪失症ですね。確
かにそれはあります。私の調査は、
家族 5 人はまったく違うという前
提に立っていたんですが、彼らは家
族という幻想の中に生きていたんで
す。家族の思い出を大切にしながら。
それが物がなくなったことによっ
て、一人一人が直に向き合うように
なったんです。そうすると家族の中
に不協和音が生まれて、しばらくの
間大変でした。
　でも結局また物を買いそろえて、
新たな思い出をつくっていくし、展
示自体が一つの家族の共有する思い
出になっていたようです。というの
は、いま彼らの家に行くと、これま
で家族写真が貼ってあったところに
ソウルスタイル展のポスターとか写
真が貼ってあるわけです。こうして
家族は一種の新しい歩みを始めるこ
とができたんだと思います。とくに
奥さんは少なくとも今でもソウルス
タイルの世界に生きています。それ
について僕はちょっと悪いことした
なと思っているんですが、本来捨て
てもいいと思っていた物まで、捨て
られなくなっちゃったんです。

須永　その後ですか ?　

佐藤浩司　そうです。つまり、その
当時どうでもいいと思っていた物で
も、聞き取りを通して新たに認識し
ていくようになります。こうなると
捨てられないんです。今までゴミだ
と思っていた物が捨てられない物に
なった世界というのは、それはたぶ
んすごく恐ろしいのではないでしょ
うか。

須永　 そうするとやっぱり何か尋常
ならざる状況が起きたということで
すね ?　

佐藤浩司 　起きています、今でも。
実は先日、韓国で講演したのですが、
それもこの奥さんが仕掛け人です。
彼女にとってはすごく大きな意味を
持っていることが、韓国社会で受け
入れられていない、そういうことが
まだ理解されていないということに
ついて非常に危機感を持っているん
です。日本ではこれだけ理解者がい
ても、韓国では「なんで普通の家の
物を」っていうのがまだわからない
ことが多いので。

須永　日本の家族では調査しないの
ですか？　

佐藤浩司　それはこの研究会で最終
的にそこに持って行けたらと思って
いますが、予算の問題もあるし、協
力してくれる人がいるかという問題
もあります。

野島久雄　これに応じるのは大変で
すよね。調査はしたいんですけど。

ß

質疑応答
①

2002 年 12 月 5 日～ 2003 年 8

月 22 日、 名古屋 ・ 東京 ・ 大阪

の INAX ギャラリーで巡回展示され

た 『普通の生活　2002 年ソウル

スタイルその後――李さん一家の

3200 点』 の解説書。 佐藤浩司・

山下里加著　定価 1545 円 （税

込）　　INAX 出版 （2003）
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先走るテクノロジーに

人間の視点を

　ユビキタスという考え方は 1990
年代に出てきて、最近とりわけ流
行しています。あらゆる物や場所に
小さなコンピュータをつけ、それぞ
れが情報やりとりすることによって
人々の行動を支援する環境を目指し
ています。これを IC タグ（別名 RFID ＝

Radio Frequency Identification）と各種センサ
ーといった IT テクノロジーを使って
実現していこうと、いろいろな研究
が始まっています。

一人暮らしの高齢者支援住宅

　アメリカのジョージア工科大学
に "Aware Home" というプロジェク
トがあります。ごく普通の家の中に
様々なセンサーやカメラなどの道具
を置くことによって、人々の生活を
支援しようという研究です。
　このプロジェクトのテーマの一つ
が高齢者の支援です。アメリカも高
齢化社会になり、特に一人暮らしの
高齢者がふえています。その人たち
を支援するための技術がいろいろ考
えられているわけです。
　たとえば、体調が悪くなり家の中
で倒れると、すぐに発見して手助け
したり、あるいは家事をしている際
に物忘れしたら教えてくれるなど、

技術的支援があれば高齢になっても
慣れ親しんだ家で生きていくことが
できます。それを彼らは "Aging in 
Place" と呼んでいます。

すべての情報を記録 ・ 保存する

　日本でも、IC タグを使って生活支
援をしようという工学系の研究者は
たくさんいます。彼らと話すと、い
ろいろな夢を語ってくれます。たと
えば、家を出るときに、今日やらな
くてはいけないことを思い出させて
くれたり、忘れ物があったら教えて
くれたり。それは家の中の物すべて、
壁などにも最初からタグを埋め込ん
でおけばすぐにも実現できると言い
ます。
　でも、そもそも家の中に物って一
体いくつぐらいあるの？と彼らに聞
いてみると、たいていの人が答える
ことができません。自分が一日どれ
くらい物とインタラクションし、持
ち歩いているのかということなど見
当もつかない。それはやはりまずい
と思います。
　ユビキタス社会とは、実は IC タグ
などの技術によってすべての物の情

報がデータベース化されるというこ
とです。これは尋常ならざることな
んです。「2002 年ソウルスタイル」
展を経験した李さんの奥さんは、す
べての物にいろいろな思い出や記憶
がくっついていると気づいた結果、
物が捨てられなくなったといいま
す。ところが、今ユビキタス関係の
研究者たちが目指していることの一
つは、まさにいま言った尋常ならざ
ること、つまり自分が体験したこと
をすべて記録に残す、自分が持って
いる物すべてをデータベース化する
ということなんです。そうしなけれ
ば、彼らが語る夢は実現しません。
　ところが、現実は待っていてくれ
ません。自分の体験を全て記録する
という試みを、実際にやり始めてい
る人が出てきているのです。

体験を記録、保存するのは

何のためか

美崎薫 「記憶する住宅」

　　美崎薫さんをご存知でしょう
か。彼は「記憶する住宅」というコ
ンセプトで、家の中に膨大な量の情
報を保存し続けている人です。
　自分が目にした物すべてを段ボ
ール箱に入れてスキャン会社に送る
と、1 ヵ月２万枚程度の画像ファイ
ルができます。2004 年春ごろで約
60 万枚のファイルがあり、2、3 年
のうちに 300 万枚になるそうです。
そのころには、今まで目にした物は
ほぼ全部ファイルになっているとい
うわけです。
　彼はもともと記録することに興味

工学系の研究者が圧倒的に多い NTT の

研究所に 20 年前、2 人目の心理学者

として入った野島氏。最先端のテクノ

ロジーで夢を語る工学系研究者に「待

った！」をかけます。

ユビキタスの研究者たちは、 いったいどんな夢を思い描いているのだろうか。

パソコンや携帯電話の例を出すまでもなく、 新しい技術が人々の暮らしや関係性までも変えていく今、

やるべきこと、 考えておくべきことは何だろうか。

その手がかりとなるキーワードが 「思い出」 なのです。

思い出研究の動向

： なぜ、 いま 「思い出」 なのか――

profile : http://www.nozy.org/
speaker：野島久雄（NTT マイクロシステムインテグレーション研究所ユビキタスインターフェース研究部）

Presentation�

▲ 1998 年よりジョージア工科大学で行われ

ている "Aware Home Project"。 どのように

して 「家」 が人の活動を察知し、 家の中で

の人の行動を支援できるかを研究している。
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を持っていたようです。小学生くら
いから毎日日記をつけているし、大
きくなってくるとその日何をして誰
と会ったかということも全部記録に
残しています。90 年代以降になる
と PDA やデジカメが出てきて、デジ
タル化された情報も全て残っていま
す。読んだ本のページもどんどんス
キャンします。これをどうすると思
いますか？
　仕事で使うモニタの隣に、専用モ
ニタをおき、こうしてできた画像フ
ァイルを 2 秒に 1 回表示しつづける
んです。仕事しているときだけつけ
ていると、60 万枚の画像がほぼ 1
カ月で 1 周するそうです。一体どん
な気分なのでしょうか。美崎さんは、

「“今”がずっと続いているみたいだ」
と言っています。
　ふつう、過去の記憶はだんだん薄
れていきますが、こういう形で画像
が出てくると、それも“今”みたい
な感じになってくる。そのように記
憶が薄れないでいることが人にとっ
てどのような意味を持つのかはまだ
わからないのですが、そういうこと
をやろうと思えば可能になってきて

いる時代だということです。

一生分の体験が記録 ・ 保存できる

　1990 年代以降、コンピュータの
進歩もあり、記録や保存、表示の技
術が非常に進んできました。
　下の写真は我々の研究グループが
今年 2 月に行った体験を記録する実
験の様子です。被験者に浅草の花や
しきや仲見世を歩いてもらったので
すが、目のところにカメラをつけて
見たものすべてを記録し、服には各
種のセンサーをつけて、心拍の変動
や歩数、体の位置の動きなど、生理
的データもとりました。肩には GPS
をつけて、どこをどう移動したのか
がわかるようになっています。見た
目はちょっと異様ですが、いろいろ
な情報入力機器を使って体験を記録
するということが、技術的に可能で
あるということです。
　このようにして、人の一生を電子
的に保存することも可能になってき
ました。奈良先端科学技術大学院大
学の福原知宏さんらの研究グループ
では、80 年分の映像情報、つまり
人が生涯を通じて見聞きする情報は

電子的に記録し蓄積できると言って
います。その映像情報の量は 58 ペ
タバイト。ペタという単位はメガ、
ギガ、テラときてその上がペタにな
ります。今は 1 テラバイトのハード
ディスクがおよそ 10 万円。10 年も
しないうちにペタは現実的なサイズ
になるでしょう。生まれたときから
頭にカメラをつけている人が 80 才
で亡くなるまで、すべての映像記録
が一般の人でも買える記憶装置に蓄
積できてしまうということです。

アメリカ国防総省が研究に着手

　実は、体験記録の研究は、いまち
ょっとしたブームになっています。
　2、3 年前にアメリカ国防総省が、
人が体験したことをそのまま記録に
残せるシステムの研究プロジェクト
を公募しました。それがライフ・ロ
グ・プロジェクトです。ところが、
これは今年に入って中止になったと
聞きました。それはなぜか。
　国防総省が当初考えていたのは、
実際の戦闘を含めて、兵士がいつ、
どこで、どのような状況で何を経験

したのかを全部記録すれば、あらゆ
る支援が可能になるし、万一亡くな
ってもあとで記録を見ることができ
るということでした。ところが、こ
れが日常生活に応用されたらプライ
バシー侵害になるのではないかと、
ものすごい批判が来ました。
　ただ、問題はあるにせよ、人々の
生活をそのまま記録しようという試
みにはある種の夢があります。問題
点を解決できれば、さまざまな支援
が可能になるし、もしかしたら今ま
でになかった暮らしやコミュニケー
ションのスタイルを創出できるかも
しれません。だからこそ、ライフ・
ログという言葉は非常に広まったん
ですね。

マイクロソフトも参入

　同様の研究は他にもあります。
　マイクロソフトのゴードン・ベル
が進めている「マイ・ライフ・ビッツ」
は、自分の生活にかかわる情報をす
べてパソコンに保存し、それを使え
る形にしようという研究です。
　今や様々な情報がパソコン経由に

▲美崎さんが保存している画像データ。

▲ 「記憶する住宅」。 手

前のモニタで仕事をし、

左側にあるモニタに、 保

存された画像データを 2

秒に 1 枚ペースのスライド

ショウで映し出していく。

▲カメラや各種センサー

などを身につけて、 「体

験」 を記録する。
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なっています。メールはもちろん、
IP 電話もパソコンを通るし、デジカ
メで撮ったものはパソコンに保存で
きます。音楽も映画もダウンロード
して視聴するとなると、膨大な量の
情報がパソコン経由になります。マ
イ・ライフ・ビッツは、パソコンを
統一のインターフェースとし、情報
検索を支援しようという試みです。
　実際に人々がどんな情報を自分の
パソコンに持っていて、日常どのよ
うな情報を入手し、どんなテレビや
ビデオを見て、メールはどのくらい
やりとりしているのか、2001 年の
1 年間に観察した調査結果が出てい
ます。その時点では大した量ではな
かったのですが、その後の調査では
どんどん増えてきているようです。
　マイクロソフトでは、マイ・ライフ・
ビッツがここ数年の大プロジェクト
だと認識していて、去年の秋にビル・
ゲイツが「将来のウィンドウズには
マイ・ライフ・ビッツで検討してき
た様々な技術を導入する」というこ
とを公言しています。
　一方、アップル社でも社長のステ
ィーブ・ジョブズが、来年発売され
るマック OS の新バージョンに、パ
ソコンの中に保存している各種の情
報を瞬時に検索できるシステムを提
供すると言っています。
　このように、今やパソコンの世界
でも体験を記録し、保存・活用する
技術開発が戦場となっています。

記録し、保存することの

問題点

　先　先ほどもお話したように、ア
メリカの国防総省のライフ・ログ・
プロジェクトが頓挫したのは、プラ
イバシー問題が起こったからです。
頭にカメラをつけて生まれてから死
ぬまでの映像を撮影し保存できると
言っても、本当にそんなものを一日
中つけて生活できるのか、保存した
ものは、いつ、だれが、どのように
利用するのかということにかんして
は、まだ社会的な合意がありません。
　また、保存先となるメディアの問
題もあります。右上の写真の中の右
側に写っているのは、懐かしい 8 イ

Rothenberg, J. (1995) デジタル文書をどのように残すか、 日経サイエンス、 25(3), 110-118. より

ンチのフロッピーです。片面 230 キ
ロバイトという最初期の記憶メディ
アですね。今 8 インチのフロッピー
を読める機械なんて手に入りません。
それに比べると、このロゼッタスト
ーンのなんと堅牢なこと。要するに、
デジタル情報は非常に危ういという
こともあるわけです。

思い出はどこへ行くのか

　我々は膨大な物を所有し、もはや
扱いきれなくなっています。上の写
真は中学 2 年になるうちの娘が小学
4 年の時に作った恐竜です。娘はも
う捨ててもいいと言いますが、親と
しては捨てるに忍びない。こういう
ものはどうしたらいいのでしょう。
みんな困っているはずなんですね。
　私の家の場合、たいていのものは
結局捨てるのですが、今はデジカメ
で撮ったり、3D データとして保存す
る技術もあります。しかし、そこま
でしてデジタル化することが、本当
に必要なのでしょうか。人間の記憶
や思い出が持つ意味をあらためて問
うていく必要があると思います。

すべてを覚えている必要が

本当にあるのか

超常記憶の研究

　美崎薫さんのように今 60 万ペー
ジぐらいの画像ファイルがあり、小
学校 4 年ぐらいから以降のノートや
読んだ本などがすべて残っていると
いうのは、エクストラオーディナリ
ー・メモリ、つまり超常記憶を持っ
ているということと同じです。
　ロシアの心理学者、ルリアが『偉
大な記憶力の物語』という有名な本
を書いています。いったん見たもの
は決して忘れないという記憶力を持
ったロシア人の話です。この人は「普
通の人と自分は違うらしい」と感じ、
ルリアのところに相談に行き、超常
記憶を持っていることがわかります。
ルリアはそれからのち 2、30 年にわ
たってずっとこの人を追いかけるこ
とになったのです。
　ルリアはいろいろな課題を出すの
ですが、ある日、意味のない詩のよ
うなものを「これを覚えてください」
と言います。10 分後に確認したら完
璧に覚えている。そして「もうこれ
は結構です」と言って、15 年後に「実
は昔、あなたにある詩を見せました
けれど、覚えてますか ?」と聞くと
すらすらと出てくるんです。
　心理学では超常記憶を持った 10
人弱の人を対象にした研究がありま

▲

テープ、 歴代フロッ

ピーなどの記憶メディア

とくらべて、 写真中央

のロゼッタストーンはな

んと堅牢なことか。

▲ 思い出深い子どもの

工作。 今まではやむな

く捨てていたものでも、

すべてデータとして残っ

ていく社会は、 人間に

どのような影響を与える

のだろうか。
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すが、たいていの人が実はアンハッ
ピーな生涯を送っているんです。ま
っとうな生涯を送れた人は、イギ
リスのエイトキンという大学教授１
人。やはりすべて記憶できることは
よいこととは限らないのです。
　我々は情報を捨てるために「忘れ
る」という仕組みを持っていて、そ
れをうまく使っているからごく普通
の日常生活を送れるわけです。だか
らもしすべて情報を残せる仕組みが
できても、そのままでは役に立たな
いものになる可能性があります。こ
れはやってみないとわからない。け
れどもそういった研究をしないで、
ただ単に一生の画像を残すわけには
行かないと思うのです。

覚えていること、

語ることの効用

　心理学では、記憶は長い歴史のあ
る研究分野で、TUW や XEF など 3
文字の無意味綴りを人がどういう風
に覚えるか、というようなところか
ら研究が始まりました。それが最近

「エブリデイ・メモリ」といわれる、
ごく普通の生活場面での記憶にかん
する興味が高まってきています。
　実は 1930 年代からその流れはあ
ったのですが、1980 年代以降に日
常場面での記憶は、実験室での記憶
とは違うのではないかという話が出
てきました。とりわけ自分の過去に
かんする記憶、自伝的記憶の研究は
非常に盛んになってきています。そ
れは、自伝的記憶を活用することで、
いろいろなよいことがあるというこ
とがわかってきたからです。

質的心理学とライフ ・ ストーリー研究

　京都大学のやまだようこさんが、
以前から「人生を物語る」という語
りにかんする研究をされています。
語ることによって自分をどう表現
し、また語ることによって生活を変
えて、人とつながって、ということ
を研究されています。このライフ・
ストーリー研究が心理学の分野では
ここ数年流行しつつあります。この
研究会では、できればこの分野とも
話をつなげていければと思っていま
す。
　こうしたライフ・ストーリー研究
は、質的心理学という新しい研究手
法の一つです。

　1990 年代の半ばから出てきたも
ので、今までのように大量のテスト
を行って統計分析する「量的心理学」
ではなく、個人の体験に基づく質
的研究をやっていこうというもので
す。当初は研究会だったのですが今
年9月に質的心理学会となりました。
　このように個人の体験に対する興
味が高まり、体験を記録に残すとい
うのがいいことだという動きも出て
きています。これまでは無名の人は
無名のまま人生を終わっていました
が、自分のことを公に語りたい人が
非常に増えてきました。もともとそ
ういう人は潜在的に多かったのかも
しれませんが、それが顕在化してき
ていると言ってよいでしょう。

百歳回想法

　高齢者を対象に、特に初期アルツ
ハイマーに対するリハビリの一つと
して、昔話をしてもらうことによっ
てその人のメンタルな状態を改善し
ていこうとする「回想法」という治
療法があります。1980 年代後半に
イギリスで始まり、1990 年代前半
に日本に入ってきました。
　それまでは、リハビリ専門病院や
老人ホームでも、高齢者が「昔はね」

「私が若い頃は」と昔話をすると、
現実世界に不適応というレッテルが
貼られていました。それが、高齢者
に自分自身を語ってもらうと、さま
ざまなメリットがあるということが
わかってきたのです。
　『百歳回想法』という本がありま
す。著者の黒川由紀子さんが 100 歳
近くの人を 5 人くらい集めて昔話を

『偉大な記憶力の物語　ある記憶術

者の精神生活』 アレクサンドル ・ ロ

マノヴィッチ ・ ルリヤ著　天野清訳　

絶版　文一総合出版 （1983）　

『質的心理学研究』 無藤隆他編

　No.1 ～ 3 各定価 2940 円 （税

込）　新曜社 （2002-2004）

『人生を物語る―生成のラ

イフストーリー』　やまだよう

こ著　定価3150円（税込）

　ミネルヴァ書房 （2000）

『百歳回想法　ソトコト classics』 黒川由紀子 ・

文　小野庄一 ・ 写真　大塚宣夫 ・ 監修　定価

3885 円 （税込）　木楽舎 （2003）
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してもらい、その記録をまとめたも
のです。よぼよぼのおじいちゃんと
おばあちゃんが実は、早稲田大学ラ
グビー部でばりばりやっていたとか、
キャリアウーマンとして 40 歳過ぎ
るまでずっと仕事を続けていたとか、
あるいは 80 歳くらいまで国語教師や
っていたので、論語なんていくらで
も空でいえるとか。そういう話を聞
くと、介護者の方に尊敬の念が生ま
れるのです。そうなるとコミュニケ
ーションも改善されるし、介護のク
オリティも向上します。介護される
高齢者の精神状態も非常によくなる。
そういう様々なよいことがあること
がわかって、回想法は非常に注目さ
れています。

オーラル ・ ヒストリーへの関心

　思い出や記録することに対する興
味は心理学だけでなく、政治学の世
界でも高まっているようです。それ
がオーラル・ヒストリー研究です。
　オーラル・ヒストリーとは、「個人
や組織の経験をインタヴューし、記
録を作成して後世に伝える」という
ものです。そのけん引役となってい
るが東京大学先端科学技術研究セン
ター教授の御

みくりや

厨貴さんです。
　彼は政治学者ですから政治家にイ
ンタビューをし、どういうことを考
え、何をして、ということを全部話
してもらいます。インタビューする
側は特に批判や論争をせず、しゃべ
ったことをそのまま記述します。内
容については別のところでクロスチ
ェックを行うという仕事です。
　もともと政治学ではこのような仕
事は研究テーマではありませんでし
た。それが 1990 年代になって、後
藤田正晴や渡邉恒雄などの回想録、
あるいは石原信夫という首相補佐官
を長年やっていた人に御厨さんがイ
ンタビューをします。そこから政治
の中ではどのような決断がなされて、
それがどのような要因でどんな影響
があり、そこが個人の決断にどのよ
うに影響したかということを研究す
る世界が開かれたんです。

語れる社会環境が整ってきた

　日本はこういうことをあまり語れ

る社会ではありませんでした。政治
家はすべてを墓場まで持っていくも
の、それが正しい政治家だと思われ
てきました。官僚も同じです。
　御厨さんたちは官僚への聞き取
り調査もやっていて、たとえば昭和
30 年代に産業育成のための法律を
作ったんですが、それは一体どうい
う理由で、誰が主導してどういうよ
うな人たちがそれに関わったのか、
そして、どうしてそういうような戦
略をとったのかということの聞き取
りをしています。
　90 年代前半に自民党が野党に落
ちたときがありました。今までは自
民党側にくっついていれば説明ナシ
でも体制が維持できていたのが、自
民党の政権がひっくり返ったときに
その段階で「なんでこんなことやっ
たんだ」と言われるようになる。そ
のとき、それが説明できないとやは
りまずいということに官僚側も気づ
き始めました。彼らが語るようにな
ったのはそのような流れがあったか
らです。
　今まで日本の社会は自分のことを
語らなくても、組織の中の役割の中
に埋もれて、その組織の要求するこ
とを黙ってやっていればそれでＯＫ
だったわけです。しかし、もはや社

会情勢としてもそうではなくなって
きたということです。
　御厨さんの仕事は政治家や官僚が
対象ですが、先ほども話したように、
ごく一般の個人も自分を語るように
なっているし、それを社会も許して
いるということがあります。過去の
記憶をどう扱うかを考えるうえで、
知っておきたい現実です記憶をどう
扱うかを考えるうえで、知っておき
たい現実です。

「家庭」「物」「思い出」にも

新しい流れが

思い出ブーム

　1990 年代後半以降、社会的にも
「思い出」が非常に盛り上がってき
ています。
　最近見て感動したのが『クレヨン
しんちゃん　嵐を呼ぶモーレツ！オ
トナ帝国の逆襲』という劇場用映画
です。これは子どもが見てもわから
ない。大人にウケるというアニメで

ここまでは、個人の記憶や語りにかん

する研究や社会の現状について報告し

てきました。ここからは、いよいよ家

庭にあふれている「物」や、それにま

つわる記憶や思い出に話が進みます。

『オーラル ・ ヒストリー　現代史のた

めの口述記録』 御厨貴著　定価

777 円（税込）　中公新書（2002）

『首相官邸の決断―内閣官房副長

官石原信雄の 2600 日』 石原信

雄 ・ 御厨貴 ・ 渡邉昭夫著　定価

840 円 （税込）　中公文庫 （2002）

『渡邊恒雄回顧録』 伊藤

隆 ・ 御厨貴 ・ 飯尾潤著　

定価 2415 円 （税込）　中

央公論新社 （2000）

『情と理―後藤田正晴回

顧録 ( 上 )』 後藤田正晴

著　定価 1785 円（税込）

　講談社 （1998）
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す。ストーリーは 20 世紀博という
テーマパークが開催されて、大人は
みんな懐かしい世界に行っちゃって、
子どもなんか無視しちゃうという世
界を描いています。大人だけの楽し
い世界を作って時間を止めてしまう、
恐るべきオトナ帝国化計画だったと
いうお話です。
　この中で、思い出というものがわ
れわれの感情にどれだけ大きく影響
しているかを、非常にうまく語って
いるシーンがあって、これはある年
代以上の人が見ると必ず涙するとい
うつくりになっています。ごらんに
なっていないかたは、ぜひ。
　一昨年辺りから、右の写真にある

「タイムスリップグリコ」のように、
いろいろな形での昔懐かしい商品が
復刻発売されるようになりました。
僕もこれにずいぶんつぎ込みました
が、こういうものもずいぶん売れて
いるようです。
　串間努さんの『日曜研究家』や、
NHK の「プロジェクトＸ」もそうで
すが、昭和 30 年代ブームも来てい
ます。これは、昭和 30 年代ぐらい
から商品が大量に流通するようにな
り、それが人々の記憶や映像だけで
なく、現物が残されていることも多
くなったからだと思います。また、
このころに子ども時代を送った人が
40 才代以降になり、会社の中で偉く
なって、いろいろな意味で決裁権を
持つようになったので自分の好きな
ことをやりやすくなったということ
もあるでしょう。子どものころの夢
をかなえたり、懐かしさに浸ったり
ということが趣味や遊びとして出て
きています。

変わる家族と思い出

　さて、思い出は、家庭や家族の話
と密接に結びついていることは、皆
さんも実感できると思います。
　今、家を考えるうえで興味深いの
は、やはり家庭とか家族が持ってい
る昔のイメージが崩れてきていると
いうことです。しかしそれをどうや
って戻せばいいのか、あるいはまた
は戻すことがいいのかどうかという
ことにかんしては、まだ結論があり
ません。

　この研究会のメンバーでもある加
藤ゆうこさんがされている CDI の

「現代家庭の年中行事　Part Ⅱ」と
いう調査でわかったことですが、伝
統的な年中行事はだんだん減ってい
く一方だと思われていたのが、場合
によっては増えているものがありま
す。町や神社のお祭りもどんどん減
っていくだけではなく、むしろ復活
するものも増えてきているというこ
とがあります。家族や地域社会の絆
が薄れているからこそ、連帯を強め
るために行事に取り組んでいるとい
う可能性があるのかもしれません。
　家族の問題は小説の中でも昔から
取り扱われてきました。たとえば重

松清さんはずっと家族のあり方にか
んする話を書いています。『トワイ
ライト』という作品は、小学校卒業
のときのタイムカプセルをほりだし
たことをきっかけに、昔を振り返る
ことによって今をとらえ直すという
ことが題材になっています。

シカゴの家庭の生活財調査

　この研究会の代表である佐藤浩司
さんがソウルスタイル展を通して李
さん一家に聞き取り調査をしました
が、やはり「物」が我々に及ぼす影
響は、非常に大きいことがわかりま
す。しかし、人が物をどのように扱
っているのか、ということにかんす

『クレヨンしんちゃん　嵐を呼ぶモーレ

ツ！オトナ帝国の逆襲』 2001 年公開

劇場版　DVD/VHS 各 3999 円 （税込）

2002 年発売　バンダイビジュアル

▲ タイムスリップグリコ

「青春のメロディチョコレー

ト」 関東では 2003 年 8

月 5 日発売　江崎グリコ

『日曜研究家―昭和Ｂ級

文化の記録　3 号　おやつ

特集号』　串間努著　絶版

　日曜研究社 （1995）

『トワイライト』　重松清著　

定価 1800 円 （税込）　

文藝春秋社 （2002）

『現代家庭の年中行

事 Part � － 平 成

ファミリー 10 年の変

化』 サントリー不易流

行研究所＋ CDI　頒

価 5000 円 （2003

年 6 月発行　問い合

わ せ 先 ： CDI　TEL ：

075-253-0660）
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る研究は実はまだまだ少数です。
　日本では、阪神淡路大震災が起こ
ったとき、人々がどういうものを失
って悲しかったかという研究があり
ますが、最も有名でおもしろい研究
は、チクセントミハイというアメリ
カの心理学者が行ったシカゴの 80
家庭を対象にした調査です。その調
査結果は 1980 年に『The meaning 
of things』という本にまとめられて
います。家の中のあらゆる物に対し
て、一体どうしてそういうものが置
かれて、それはどういう意味がある
のかということを、インタビューを
中心に行った研究です。この研究会
でも、日本の家庭で生活財調査がで
きないかと考えているところです。

アーカイブ＝思い出

　個人の記憶、思い出、物、家庭と
いった話から、またテクノロジーに
もどりましょう。とは言っても、思
い出の話です。
　工学系の研究者のあいだでは、「ア
ーカイブ関係なら国から研究費が出

やすい」と話題になっているようで
す。たとえば、国立国会図書館もウ
ェブ・アーカイビング・プロジェク
ト（WARP）というインターネット
上にあるデジタル情報の保存事業を
進めています。というのは、図書館
関係者は現在の状況に大きな危機感
を持っているからです。
　昔は出版された本を保存していれ
ば、世の中の知識は保存できたと信
じることができたのですが、インタ
ーネットの普及で、これが脅かされ
ているのです。
　本は読まないけれどもウェブは
見ている、新聞はとらないけれども
asahi.com にはアクセスするという
人が増えてきています。社会の知の
あり方が本や新聞ではなくインター
ネットのウェブになってきていると
いうことです。しかし、ウェブ上の
情報は非常に不安定で、消えてしま
ったり、いつの間にか中身が変わっ
てしまいます。
　そういうわけで、図書館学の人
たちは電子情報をどう扱うかについ
て、様々な検討を行っているところ
です。
　「思い出」もアーカイブの一種だ
と考えると、家族・家庭という概念
が壊れつつある今、それを再構築す
るための一つのキー概念として「思
い出」が出てきているのも自然な流
れだと思います。

思い出工学、そして

これからやるべきこと

　ここまで、思い出にかんして工学、
心理学、実際にやっている人たちの
話、そして社会的な需要もあるけ

れと、だからといって危機がないわ
けじゃないということも含めて自分
なりのマップを描いてみました。こ
のような話が私自身の興味の中にあ
り、「思い出工学」というものを提
唱しています（詳しくは『＜家の中
＞を認知科学する』を参照して下さ
い）。
　ユビキタス関係では、人がどのよ
うにして家庭の中で生活していてど
のような形で行動しているかという
ことをもう少し詳細に分析するため
の枠組みとして、佐藤浩司さんと一
緒にソウルスタイルのデータを使っ
て分析しているところです。
　私が今できればこの研究会を通
してやっていきたいと思っているこ
との一つは、やはり「思い出はどう
いう意味があるのだろうか」を明ら
かにするということです。現物を残
したり、映像として記録したり、思
い出はこのような現実に対応してい
る必然性はないと思っているのです
が、それならばリアルなものを保存
する意味は一体どこにあるのだろう
かということもあります。一体思い
出はどういうことなのかということ
をもう少し詰めなくてはいけないと
思っています。
　また、最初の話に戻りますが、ユ
ビキタス工学の研究者と建設的な交
流をしていくための一つの手がかり
を、こういうところから得ていく必
要があるだろうと思っています。い
ろいろおもしろいネタはあるはずな
ので、そういうことも含めてこの研
究会を一つの手がかりにできればお
もしろいと思いますので是非よろし
くお願いします。

▲国立国会図書館ウェブ ・ アーカイビング ・ プロジェクト

http://warp.ndl.go.jp/

『＜家の中＞を認知科

学する　変わる家族 ・

モノ ・ 技術』　野島久

雄 ・ 原田悦子編著　

定価 3780 円 （税込）

　新曜社 （2004）

『The  mean ing  o f  t h i ngs  :   
Domest ic  symbols and the 
self』　Mihaly Csikszentmihalyi, 
Eugene  Rochberg -Ha l ton .  

Cambridge Univ. Press.  (1981).
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『 記 憶 の 帝 国　

【終わった時代】

の 古 典 論 』　 前

田 雅 之 著　 定

価 3990 円 （ 税

込 ）　 右 文 書 院

（2004）

オーラル・ヒストリーについて

安村通晃　日本には柳田国男がいる
し、過去の日記を通して政治家の活
動を知ったり、アイヌの人たちのよ
うな口承というのがあったはずでず
が、いったん途絶えて、また再ブー
ムになっているという状況なのでし
ょうか。オーラル・ヒストリー学会
までできているみたいですし。

野島久雄　昔から日記やインタビュ
ーの記録などを対象にして、明治や
大正の政治家の分析はずいぶんされ
ているんですが、信用できないもの
が多いようです。たとえば新聞や本
に載っているインタビュー記事は、
本当にしゃべったのかどうかすら疑
わしいものがずいぶんある。また、
日記は基本的には自分の嫌なことは
書かないので、客観的なデータとす
るには非常に弱いということがあり
ます。民俗学では、そういう様々な
データを使って、政治家がどういう
ことを考えていてどういうような決
断をしているのか、あるいは民衆で
いえばなぜこのような祭りができた
のかといった研究がなされていたわ
けですが、それをもう少し語るもの
自体を客観的なデータとして扱い得
る仕組みをつくるというのが御厨さ
んたちの試みです。
　昔は官僚も書類をどんどん捨てて
いたのが、今は残さなくてはならな
いと思っています。政治家も後世に
自分のやったことに対する評価を仰
ぐという意味で自伝を書くようにな
ってきました。やはりいろいろと変
わりつつあるのだと思います。

安村　おそらく記録する人がふえた
り、記録技術が進んできたというこ
とがあるかもしれない。

野島　それもあると思います。アメ
リカ大統領はあとで必ず自伝を書く
ことになっています。クリントンも
最近出しましたが、大統領は基本的
に任期が終わると自分の資料を残し
ておくのが伝統なんです。日本には
ない伝統です。しかしそれが少し変
わりつつあって、それを残しうる世
の中になっています。昔やっていた
ような日記研究や伝記研究とはちょ
っと違う形になりつつあるのだと思
います。だから御厨さんたちは新た
なライフ・ヒストリー研究の方法論
を確立すべきだと言っています。そ
の方法論を考える際に、われわれが
やっているような体験記録のテクノ
ロジーが役に立つのではないかとい
うことで、つながりができつつあり
ます。

佐藤浩司 　これまで民族学が対象に
してきたのは、いわゆる無文字社会
や未開社会など多くがオーラル・ヒ
ストリーの世界です。だから、個人
の記憶をインタビューで記録するこ
とはごくあたりまえにおこなってき
ました。ただ、それはあくまである
社会の歴史を解明するための手段で
あって、チャーチルや渡邉恒雄の自
伝にしても、ここでおこなわれてい
るオーラル・ヒストリーはわれわれ
の歴史に到達する手段だと思うんで
す。しかし、最近流行っているオー
ラル・ヒストリーは、むしろ歴史で
保管されない自分についての歴史で
はないかと思います。以前だったら、
いったい誰がそんなものに興味をも
つんだという世界。だとすると、イ
ンターネットの自費出版とか、そう
いう話と結びつきますよね。

野島　そうですね。御厨さんの話は
方法論を検討しているのでおもしろ
いと思うんです。

佐藤浩司 　関根さん、人類学者とし
てオーラル・ヒストリーについて何
か一言ありませんか？　

関根康正　今の人類学の文脈でいえ
ば、近代以前は無文字社会という、
かなり記憶中心の世界が広がってい

た。そういう記憶のあり方というの
は、文字で記録するのものを覚える
みたいな、あるいは文字に書き付け
て要約するとか、記録のあり方が近
代とその前で大きく変わったんじゃ
ないでしょうか。今日のお話聞いて
いると、その次の時代が来つつある
のかなという感じを受けました。
　我々が学校教育で何を勉強したか
というと、文章を読んで要約するよ
うなことばかりです。ですから要約
の力はかなりあると思うんです。だ
けど、そういう力が前近代で有用だ
ったかというとわからない。
　イスラムにはウラマー（アラビア
語で学者を意味するアーリムの複数
形。イスラームに固有の伝統的諸学
を修得した人々をさす）という、イ
スラム法やコーランなどを記憶して
いる人たちがいます。その人自体が
記憶の固まりで、論争でも記憶と記
憶同士がぶつかって、すばらしい言
葉をパッと言えた方が勝ちとかね。
これは『記憶の帝国』という本で前
田雅之さんが指摘していることです
が、近代の要約世界と違い、前近代
の抜き書き世界では、部分をパッと
出すと、それだけでウラマーの全体
としての力が表現されるわけです。
　だからユビキタス社会になり、何
でもタグが付いて、何でも枚挙して
いったら、ある意味で前近代のウラ
マーの頭の中みたいになっていくの
か。しかも、ウラマーという特殊な
人間（特殊だから価値があるわけで
すけど）がテクノロジーによって大
衆化するわけですよね。そうしたら
あまり価値ないわけでしょう。それ
では差異化ができないから、そうす
ると今度はどんなもので差異化して
いくのかわからない。
　要約の世界から次の段階に我々は
何を変容させていくのか、知のパラ
ダイム転換を検討し始めているとい
う印象を持ちました。

質疑応答
②
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佐藤浩司 　ユビキタスはまさに差
異化のための技術だと思っているん
です。そもそもオーラル・ヒストリ
ーは歴史を積み重ねれば積み重ねる
ほど一つの歴史になるのですが、今
我々が直面しているのは、積み重ね
れば積み重ねるほど崩れてしまうよ
うな歴史です。だからこそ一つの歴
史で収斂されない自分に関心がある
のであって、目指している世界が違
うと思う。
 　我々が無文字社会の歴史なるもの
をとらえようとするときに、それは
たとえば 10 人の人の話を聞けばよ
り正確にある無文字社会の歴史がえ
られると思ってやるわけですよね。
無文字社会といわれている人たち
は、自分がいかに特殊な歴史を持っ
ているかなんてことには関心を払っ
ていません。ウラマーに正しいか正
しくないかを言ってもらえればそれ
で満足なわけだから。それは大きな
質的な違いがある。そこで目指す社
会が、やはりウラマーの社会のよう
なものをユビキタスが目指している
と思うとすると、それはちょっと違
うと思います。パラダイム・シフト
という問題ではないと思うんです。

関根　記憶が意味している内容は、
我々が今普通に考えているものと、
必ずしも同じではないと考えた方が
いいと言っているのです。言葉はそ
の時代の知全体の中で息づいていま
すから。大きくパラダイムが変われ
ば、記憶、歴史という言葉は意味が
変わるわけです。転換期にかかって
る議論だからこそ、よけいにそこに
注意しないと非常に不正確な議論に
なるんじゃないかな。

ß

膨大な保存情報を整理し、

意味づけするということについて

安村　野島さんの話でおもしろく
て象徴的だと思ったのは図書館の話
です。図書館は今までは ISBN とか
ISSN をきちんとつけられたものが登
録されます。今回の WARP でやろう
としているシステムもやはり登録さ

せるんですね。それって結構矛盾し
ているんじゃないかと思うんです。
インターネットは誰もが発信してや
っているので、誰かがおもしろいと
認めたものだけを載せようとしてい
るんだけど、ネットでおもしろいの
は、やはり誰もが発信者である点だ
と思うんです。誰かエスタブリッシ
ュされた人が申請して、それをまた
委員会が審査するというナンセンス
なことを今やろうとしている。でも
逆になんでも拾おうとすると、それ
はもうとんでもない。世の中が発信
しているのと同じ分を保存して、し
かももっと大変なのはそれを整理し
なくちゃいけないんですね。だから
そこが、今日の話の中で、図書館と
WARP というところがユビキタス時
代の変換期を象徴しているような話
と思いました。
　もう一つ、記録したあとどうする
かということがありますよね。美崎
さんのもすごく苦労して、しようが
ないからただ見て、過去日記をつけ
ているわけです。やはりポイントは
どうやって注釈をつけたりという編
集を労力かけずにやるかということ
だと思います。体験を映像で記録す
るといっても、それを他の人が見て
もおもしろさがわかりません。一緒
に経験した人はわかるんだけど、そ
れ以外の人にとってはほとんど意味
がない。コメントやタグをつけると
いった編集作業を誰がどのようにや
るかというのが工学的な支援を考え
るうえで重要だと思ったんです。

野島　そうですね。デジカメで何百
枚も撮るのに結局二度と見ることが
ない、というのはよくあることです。
それを「箱根旅行」という形でひと
まとまりのアルバムにしたり、ある
いはウェブページを作ったり、そこ
にものすごく手間がかかる。そこを
どうするのかというのは考えるべき
問題です。

佐藤浩司 　やはり、美崎さんはユ
ビキタス環境を利用して自分の個性
を発揮している、いわば自分自身の
差異化に最も挑戦的な人のひとりで
す。みんながやるようになると、た

ぶんやらないと思います。また別な
ことを求めていくのでしょう。だか
ら彼のしていることにとらわれすぎ
るのは、ちょっと方向が違うかもし
れません。すごくおもしろいことを
やっているのは確かですけど。

ß

誰のための思い出？

安村　思い出や自伝、オーラル・ヒ
ストリーは、ユビキタスになって
くると、誰のためにやるのかな。た
とえば昔の政治家ならその人のこと
を知りたいと思うのでしょうが、こ
れだけたくさんの人がやり出すと誰
に向けて発信しているのかわかりま
せん。自分自身なのか、特定の文化
とかサブカルチャーに興味持ってい
る人向けなのか。そもそもそういう
質問自身がナンセンスなのでしょう
か。つまり、いったい誰のための思
い出かとういことなんですが。

野島　基本的には自己表現、なかで
もコミュニケーションとエンターテ
インメント以外にはないと思ってい
ます。エンターテインメントのコン
テンツとして自分自身の過去って最
高じゃないでしょうか。誰かのため
というよりは、やはり自分のため、
自分が誰かと親しくなるためのコン
テンツだと思います。自分のために
はかなり投資するので、それはそれ
でアリじゃないかと。

須永剛司　そうすると、誰かと知り
合ったり、何かことを起こしたりす
るというアクションが思い出コンテ
ンツの基本にあるということになり
ますね。思い出はただ貯めることじ
ゃなくて、アクションを起こすため
の一つの手段としてあると。すると
あるアクションを起こしたいからこ
れを貯めるんだということが言えて
きて、もう少し思い出そのものの定
義が定まってくるんじゃないでしょ
うか。そこのアクションを定めるこ
とによって、ただ何となくやろうと
思えばやれる時代になった今、一体
誰がなんのためにやりたいんだとい
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うところが定まってくると思う。技
術シーズからの話になると、あれも
できるこれもできると言うけれど、
それだけでは一体人々が何をやるの
かがわからないわけですよね。最初
に私たちがアクションというか、出
会ったり何かするために思い出が必
要なんだという一つの活動フレーム
ワークを手に入れるべきだと思いま
す。昔はどうやってアルバムを作っ
ていたのかということも考えなくち
ゃいけない。女の子たちのプリクラ
も新しいアルバムづくりの活動とい
う視点でみると興味深い。技術的に

「できるから」の話になるとむなし
い感じがしますね。

野島　「できるから」で進んでいる
人たちにつきあうかどうかという議
論はあるでしょう。でもやはり、あ
のときのあの写真を撮っておけばと
か、そういうようなことってありま
すよね。それはもしかしたら技術で
可能になるという夢を見ることはで
きます。問題は、どこに着地点があ
るのかということで。

関根　議論がどこから出発している
か、よくわからないんです。思い出
と記憶は違いますよね。思い出とい
うと「なんのための」（という次の
アクション）にちょっと近づいてき
ます。だけど記憶はどこにでもつな
がっていきます。そういう整備され
た議論はあるんですか？ 

野島　思い出という言葉は心理学の
タームではないんです。そういう意
味で言っても、まだ全然整理はされ
ていないと思います。

関根　思い出は何のためにあるの
かということにかんして言えば、た
とえば『ノスタルジアの社会学』を
書いたデーヴィスが、人間不安にな
ったら思い出す、ノスタルジーは不
安な時期に盛んになるといっていま
す。青年期の不安と老年期に入った
ときの不安の二つがあるというわけ
です。それは時代的にいえば不安な
時代にノスタルジックになって、ナ
ショナリズムやファシズムが起こり

やすい。だから今のわれわれの日本
の社会の昭和 30 年代ブームも一種
の日本の不況の反転像だという説明
もあります。
　美崎さんが、記録を横で見て「ず
っと今みたいだ」という、その答え
は非常におもしろいと思います。な
ぜこういうことをするのかはわかり
ませんが、強いて解釈すると、自分
の過去を思い出すというのは、今の
不安を解消するために役立っている
のではないでしょうか。「ずっと今
みたいだ」という答えは非常にシン
ボリックだと思います。
　もう一つは、人の一生には往路と
復路があると思うんです。例外はあ
るにせよ、一般的には中年も後半に
なってくると復路に入ってくる。が
んがん何かやっているときは記録を
残そうとあまり思わないけど、人生
の帰り道には昔話をしたくなるもの
です。ところが時代は変わって、今
はきっと若い人もすぐ 2、3 年下に
向かって「私はおばさんになった」
とかいうように、つまり行きと帰
りがものすごく小刻みになって来て
いるのではないでしょうか。しょっ
ちゅう行っては思い出ししないと落
ち着かないのかもしれません。つま
り一生かけて自己実現するのではな
く、ちょっと努力したらもうその結
果を見ないと安心しないというか。
それがもっといったら美崎さんみた
いになる……かどうかはわからない
ですが。
　美崎さんは実験的にやっているん
でしょうけど、もしそれが大衆化し
たら、ちょっと気持ち悪いですよね。
人は必ず自分の存在を埋め込み、意
味づける共同体が必要です。その共
同体が今非常に見えにくくなってい
ます。ユビキタス社会はもしかした
ら一人共同体を作る可能性があるの

ではないでしょうか。つまり「私」
と「私の記録」が常に対話するよう
な状況によって、一人世界、一人共
同体がつくられる。それはたぶんあ
る意味では大変いい解決策かもしれ
ません。人に頼ると、必ず怪しげな
カルトとか、そういう変な共同体に
吸い寄せられる人たちがいるから。
それで犯罪まで行くことがあるかも
しれない。その意味では一人共同体
でみんな勝手にやっていれば、ある
種安全な社会ができるかもしれませ
ん。そんなに簡単な話ではないと思
いますが。

佐藤浩司 　共同体の話ですが、たぶ
ん関根さんの言う共同体と私のイメ
ージしている共同体はずいぶん違う
のだと思う。空間的情念的なもので
はない、空間と切り離された別な形
の共同体ができつつあると思ってい
るんです。空間的な一人共同体は今
でもあるでしょうけれども、実はそ
れは一人じゃない。

関根　言葉の使い方が合致していな
いんですよね。私の言う共同体は普
通の閉じた共同体です。佐藤さんの
言うネットワーク型の共同体は想定
していないんです。

佐藤浩司 　伝統社会の共同体と一人
共同体といわれる人たちはそれぞれ
どうやって自己実現しているのかと
いう話だと思うんです。そうすると
その共同体は当然伝統社会では空間
的にも閉ざされた共同体ですよね。
　実は、この研究会ではあまり理論
的な議論でとどまっていたくないん
です。今、我々が直面していること
がものすごくおもしろくて、何が起
きているかを知りたいということが
まず最初にあります。たとえば、き
ょうも話にでていた美崎薫さんに来
てもらって実際に話を聞きたい。対
比として関根さんのように人類学
的に地道に調査をしている人の話も
聞いてみたい。とりあえずそれを今
年度いっぱいやってみた上でどうい
う方向に行くかはわからないんです
が、メンバー自身の発表はその後に
と思っています。

『 ノ ス タ ル ジ ア

の 社 会 学 』 フ

レッド ・ デーヴ

ィ ス 著　 間 場

寿一 ・ 荻野美

穂 ・ 細辻恵子

訳　 世 界 思 想

社 （1990）
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―編集後記―

ゆもか研 NEWS Vol.1 はいかがでしたか。

ご意見やご感想などがありましたら下記メー

ルアドレス宛にぜひお知らせください。

info@yumoka.com

次回研究会は 2004 年 10 月 23 日 （土）

です。 ゆもか研 NEWS Vol.2 でご報告しま

すので、 お楽しみに。 

編集担当ß 大谷裕子

ßspecial thanks to Yuka Suzukiß
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